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株式会社阪急交通社 
  

阪急交通社グループ 旅行概況(7月分)について 
  

 

2023年 7月の旅行取扱実績について、下記のとおりお知らせします。  

 
  

株式会社阪急交通社                            （単位：千円） 

区    分 取扱高 
前年 

同月取扱高 

前年 

同月比 

2019年度 

同月取扱高 

2019年度 

同月比 

 

海外旅行 

 

 

6,790,378 

 

312,549 

 

2,172.6% 

 

16,853,881 

 

40.3% 

 

国内旅行 

 

 

9,577,337 

 

8,835,832 

 

108.4% 

 

9,490,459 

 

100.9% 

 

訪 日 旅 行 

 

 

170,143 

 

47 

 

362,006.4% 

 

215,173 

 

79.1% 

 

合 計 

 

 

16,537,858 

 

9,148,428 

 

180.8% 

 

26,559,513 

 

62.3% 

 

【概況】                                          
  7月の営業概況は、総取扱額165億3,785万8千円、2019年度同月比62.3％となりました｡ 

海外旅行は、7月の出国日本人数が 2019年度比 53.7％で、国際線の運航回復率6割に

近づきつつあるものの、訪日外客数の 77．6％と比較して回復が遅れています。当社では、

コロナ 5類移行後初の夏休みに向けて、国内外の旅行商品を対象に「夏たびキャンペーン」

を実施し、海外旅行の燃油高にも対応する最大 2 万円の割引の設定により、需要の促進を

図りました。また、政府観光局と連携を図りながら、新聞での募集告知を継続した結果、欧州、 

韓国、台湾が好調に推移し、集客を牽引しました。2019年度を上回った韓国のほか、台湾や    

シンガポール、タイも前月より伸長しましたが、市場においては LCC など燃油サーチャージ

にメリットのある航空会社を選好する購買傾向も見られ、長引く燃油高の影響が出ています。 

海外旅行全体は回復基調にありますが、燃油高の影響もあり、2019 年度同月比で 40.3％

に留まりました。 

 



国内旅行は、7月において全国旅行支援に取り組む自治体が全体の 66%に減少しましたが、

コロナ 5類移行後初の夏休みを迎え、消費者の旅行意欲は引き続き旺盛に推移しました。 

当社では、花火や夏祭りなど旬の旅行素材を組み入れた商品や沖縄、北海道など夏休み

需要の高い方面の募集告知を強化しました。また、グレードの高い宿泊施設を利用する商品

が全国的に伸長したほか、航空機や鉄道を利用した長距離旅行の割合が高まりました。  

方面別では、沖縄がフリープラン、周遊型旅行ともに好調でコロナ前の 1.3倍となりました。 

国内旅行の取扱高は、前年度同月比108.4％、2019年度同月比では 100.9％となり、前月

に続き好調な結果となりました。 
 

 

株式会社阪急阪神ビジネストラベル                  （単位：千円） 

区    分 取扱高 
前年 

同月取扱高 

前年 

同月比 

2019年度 

同月取扱高 

2019年度 

同月比 

海外旅行 2,347,507 1,914,966 122.6% 3,537,671 66.4% 

国内旅行 238,792 119,520 199.8% 277,262 86.1% 

訪日旅行 795 0 ― 4,764 16.7% 

合 計 2,587,095 2,034,486 127.2% 3,819,699 67.7%  
※前年および 2019年度同月取扱高は、阪神トラベル・インターナショナルの取扱高を合計し、2社内取引を相殺したものです。  

【概況】                                
7月の営業概況は、総取扱額 25億8,709万 5千円、前年同月比 127.2％、2019年度では

67.7％となりました｡  
海外旅行は、全般的に研修や視察旅行の取扱いが増加しましたが、中国はビザ免除措置

の一時停止が継続されていることから、回復のペースが鈍化しています。そのため、取扱高は、
2019年度同月比 66.4％に留まりました。 
国内旅行は、出張の取扱いがコロナ前の水準に回復しました。MICE の受注も好調に推移

し、回復が進んでいます。取扱高は、2019年度比 86.1%となりました。 
 
 

グループ２社合計取扱額 
株式会社阪急交通社 、株式会社阪急阪神ビジネストラベル                                    （単位：千円） 

区    分 取扱高 
前年 

同月取扱高 

前年 

同月比 

2019年度 

同月取扱高 

2019年度 

同月比 

海外旅行 8,884,196 2,213,603 401.3% 20,376,243 43.6% 

国内旅行 9,776,989 8,930,593 109.5% 9,661,312 101.2% 

訪日旅行 170,938 47 363,697.9% 219,937 77.7% 

合 計 18,832,123 11,144,243 169.0% 30,257,492 62.2% 

※グループ内取引を相殺したものです。                       

 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社阪急交通社 広報部 

〒105-0004 東京都港区新橋 3-3-9   TEL：03-6745-7333 ／ FAX：03-6745-7351 

〒530-0001 大阪市北区梅田 2-5-25  TEL：06-4795-5711 ／ FAX：06-4795-5724 

 


